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ESD推進ネットワーク全国フォーラム2023
セッション1「気候変動を切り口としたESDの意義とひろがり」



 所 属： 三井情報開発株式会社総合研究所環境・資源領域リーダー

株式会社プレック研究所持続可能環境・社会研究センター長

法政大学サステナビリティ研究所教授

山陽学園大学地域マネジメント学部教授を経て、

2022年４月から、武蔵野大学工学部環境システム学科教授

着任（有明キャンパス勤務）。

 出身大学： 大阪大学工学部大学院環境工学専攻、博士（工学）

 専門領域： 環境政策、持続可能な地域づくりの理論と実践

 研究テーマ： 気候変動への緩和策・適応策と地域活性化の両立

SDGs未来都市、スマートシティ等の実践プロセス

社会とライフスタイルの転換に関する対話と共創
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1.サステナビリティ共通
1.1 包括的な規範

サステナビリティ(持続可能な発展)
SDGs
プラネタリー・バウンダリー(地球の限界）
弱い持続可能性と強い持続可能性
システム思考
再帰的近代化・エコロジー的近代化
環境と経済・社会の統合的向上

1.2 社会面の規範
ウェルビーイング
コンヴィヴィアリティ(自立共生)
社会的包摂
公正・公平
環境正義
レジリエンス
コモンズ



つなぐ・
つながる

環境･経済･社会／
SDGsの様々なゴー
ル

市民・行政・
企業・NPO

都市と農山村
／地域と地域

将来世代と現在世
代／異なる世代と

世代

社会科学と自然科
学・人文科学
／形式知と実践知

異なる前提や利害
を持つ人と人

統合的解決
同時解決

文理融合
学際・越境

参加と協働
価値共創

将来予測
ビジョン共有

地域循環共生圏
関係人口創出

深い対話と理解
共感と内省

統合的アプローチ

課題解決・実践志向



「気候変動の地元学」の実践経緯

長野県飯田市における公民館・NPOでの「気候変動の飯田学」の実施可能性の
検討、NPOを中心とした試行（2014年度、４回）

各地域での地球温暖化防止活動推進員、行政庁内職員向けの研修（気候変動
への適応策を中心に、愛知県・鳥取県・宮崎県・沖縄県等10地域程度、2015～
2017年度）各１～２回）

神奈川県相模原市藤野地区のまちづくりNPOと連携した「気候変動の藤野学」の
実施（2016年度、３回＋シンポジウム）

長野県高森町の農家と地域資源である市田柿（いちたがき）の気候変動適応計
画の共創（2015～2017年度）

岡山市内公民館への呼びかけ、岡山市立富山公民館のESDの一環としての気
候変動をテーマにした未来塾（2020年度）

岡山市に提案し、岡山市の気候変動対策を担うフロントランナーの育成（岡山市
の予算：「気候変動のおかやま学」実践塾（2021年度）

東京に戻り、大都市圏独自の課題、都市と地方の連携に注目し、「気候変動のえ
どがわ学」など（2022年度～）

適応

適応
＋
緩和

環境研究総合推進費

地域での施策・活動＊参加者はリーダー層が中心、2020年には岡山県北の高校生による影響事例集めを実施

文部科学省「気
候変動適応技術
社会実装プログ
ラム」
（SI-CAT）



例：気候変動の地元学（えどがわ学）

気候変動の適応策に関する基礎的な学び
と知りたい「問い」だし

気候変動の適応策に関する
知りたい「問い」に関する報告

地域における気候変動適応の将来ビジョンについて
話し合いたい「問い」だしと優先順位づけ

地域における気候変動適応の将来ビジョン
に関する「問い」をもとにした対話

地域における気候変動適応の将来ビジョン
の共有とロードマップの作成



年代 気候変動の問題意識 気候変動への対策

１９８０年代
 ちょっと前まで氷河期になるって言って
たけど、温暖化なの？

 ちょっと、勉強から始めてみよう。

１９９０年代
 確かに１９８０年代後半から暑くなってい
るかも。

 国際的な条約や国の計画や法律もできてきた、京都会
議もあり、これは動きだすな。

２０００年代
 ２０００年代は温度上昇は止まったように
もみえる。高止まりではあるが。。。

 チームマイナス６％という国民運動を楽しくやってい
こう。気候変動対策を経済成長にもつなげよう。

 企業の対策は進んでいるが、民生や運輸部門の対策は
まだまだ。

２０１０年代
 東日本大震災と原発事故の影響が深刻、
豪雨や猛暑が増えてきたかも。

 震災復興もあり省エネと再エネ普及は必須、その成果
は出ているが、２℃目標が1.5℃目標になった

２０２０年代
 気候の非常事態宣言やゼロカーボン宣
言が活発になってきた

 ２０５０年にゼロカーボン実現という野心的な目標に
向けて、加速化していかないといけない

２０３０年代
？

？ そろそろやばいかも。ゼロカーボンは無理なんじゃない？国や専門家がなんとかしてくれ…
？ ゼロカーボンに近づいてきた、しかし脱石油はできないかも、水素の利用など急がないと…
？ ゼロカーボンをきっかけに、社会がよくなってきた。このまま、持続可能な発展に移行していこう…

気候変動を切り口にしたＥＳＤ ポイント



① ＳＤＧｓと気候変動対策を両立させる理想の社会のための教育

② 社会転換のための思考を見につけ、革新を生み出し、先駆けて

実践できる人の育成

④ 異なる価値規範を乗り越える対話と共創を生み出す教育

⑤ 緩和策と適応策（さらに両立策）、技術対策と根本対策を体系的

にとらえる教育

⑤ 地域の気候変動政策の実践と連動する教育システム

⑥ 発達段階にあわせ、現場の教員が取り込める教育カリキュラム

気候変動教育が満たすべき要件

出典）日本環境教育学会「気候変動教育」研究会の資料より



① 気候変動を切り口に、不確実な社会とありうるシナリオに備え、

持続可能な社会の創り手を育てる

② 気候変動を切り口に、地域の課題から学びと実践を連鎖させる

③ 気候変動を切り口に、地域ESD推進拠点とともに社会を変革す

る基盤を構築する

気候変動を切り口としたESD

出典）ESD推進ネットワーク「ESD・気候変動教育コンセプトペーパー」より

つなぐ・
つながる

気候変動問題の解決 持続可能な社会のための教育

持続可能な社会を目指す人づくり・地域づくり


